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伊
豆
地
域
研
究
の
は
じ
ま
り　

伊
豆
国
、
す
な
わ
ち
静
岡
県
の
伊
豆
半
島
と
、
東
京
都
の
伊
豆
諸
島
か
ら
な
る
一
帯
は
、
か
ね
て
よ
り

國
學
院
大
學
の
主
要
な
研
究
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
き
た
。
そ
れ
は
、「
神
道
考
古
学
」
の
祖
で
あ
る
大
場
磐
雄
が
、
転

地
療
養
先
の
伊
豆
大
島
で
民
俗
採
訪
を
行
っ
た
大
正
十
四
（
一
九
二
五
）
年
に
遡
る
。
伊
豆
国
は
、
そ
も
そ
も
九
十
二
座
も
の
式
内
社
が

鎮
ま
る
こ
と
で
も
知
ら
れ
て
い
る
が
、
主
に
考
古
学
・
神
道
史
学
的
な
方
面
か
ら
通
史
的
に
信
仰
史
を
追
求
す
る
場
と
し
て
伊
豆
地
域
が

選
ば
れ
て
き
た
背
景
に
は
、
当
初
か
ら
意
図
し
た
一
定
の
研
究
計
画
が
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
個
々
別
々
の
契
機
に
よ
っ
て

手
が
け
ら
れ
た
事
業
の
成
果
が
各
々
に
蓄
積
さ
れ
、
そ
の
結
果
と
し
て
生
じ
た
新
た
な
課
題
を
解
決
す
る
た
め
、
次
第
に
多
分
野
の
協
働

を
要
す
る
大
き
な
研
究
事
業
が
実
態
化
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

　

通
史
的
な
神
道
考
古
学
・
神
道
史
学　

本
格
的
な
伊
豆
地
域
研
究
の
開
始
は
、
伊
豆
の
出
身
で
あ
る
江
藤
千
萬
樹
・
長
田
実
ら
に
誘
わ

れ
た
大
場
が
、
下
田
市
洗
田
遺
跡
か
ら
三
倉
山
に
沈
む
夕
陽
を
拝
し
て
「
神
道
考
古
学
」
の
樹
立
を
決
意
し
た
昭
和
二
（
一
九
二
七
）
年

の
こ
と
。
古
墳
時
代
の
は
じ
ま
り
と
と
も
に
産
声
を
上
げ
た
原
「
神
道
」
の
考
古
学
的
研
究
は
、こ
の
伊
豆
か
ら
生
ま
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
内
務
局
神
社
局
考
証
課
に
勤
務
し
て
い
た
大
場
は
、
宮
地
直
一
の
指
導
を
得
な
が
ら
、『
国
幣
小
社
伊
豆
山
神
社
』『
伊
古
奈
比
咩

命
神
社
』
な
ど
の
社
誌
を
編
纂
す
る
中
で
、
考
古
・
歴
史
・
民
俗
分
野
に
ま
た
が
る
神
社
通
史
を
手
が
け
て
い
る
。
戦
後
も
、
熱
海
市
史

の
編
纂
に
伴
っ
て
、
大
場
や
小
出
義
治
ら
が
、
多
賀
神
社
（
式
内
社
・
白
浪
之
弥
奈
阿
和
命
神
社
）
の
淵
源
と
な
る
古
墳
時
代
の
上
多
賀

宮
脇
遺
跡
や
、
日
金
山
の
中
世
礫
石
経
塚
、
走
湯
権
現
の
信
仰
に
ま
つ
わ
る
伊
豆
山
の
古
美
道
遺
跡
を
調
査
す
る
な
ど
、
通
史
的
な
信
仰

史
の
研
究
を
行
っ
て
き
た
。

　
　
國
學
院
大
學
と
伊
豆
研
究
―
特
集
「
伊
豆
の
歴
史
と
信
仰
」
に
よ
せ
て
―
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伊
豆
諸
島
の
中
世
積
石
塚
と
和
鏡　

伊
豆
諸
島
に
関
し
て
は
、
東
京
都
教
育
委
員
会
に
よ
る
斡
旋
を
契
機
と
し
て
、
昭
和
五
十
六

（
一
九
八
一
）
年
か
ら
考
古
学
研
究
室
や
、
考
古
学
資
料
館
（
現
在
の
國
學
院
大
學
博
物
館
・
学
術
資
料
セ
ン
タ
ー
）
を
中
心
に
、
古
代

か
ら
近
世
に
か
け
て
の
祭
祀
遺
跡
を
調
査
し
て
い
る
。
そ
の
嚆
矢
は
、
考
古
学
研
究
室
の
𠮷
田
惠
二
を
担
当
者
と
す
る
三
宅
島
の
調
査
で

あ
り
、
昭
和
五
十
六
（
一
九
八
一
）
年
の
中
郷
遺
跡
に
お
け
る
発
掘
実
習
を
切
掛
け
と
し
て
、
改
め
て
和
鏡
を
伴
う
事
例
を
含
む
中
世
積

石
遺
構
に
注
目
が
集
ま
っ
た
。
同
じ
く
𠮷
田
が
担
当
し
て
、
昭
和
五
十
七
（
一
九
八
二
）
年
か
ら
実
習
調
査
が
行
わ
れ
た
三
宅
島
物
見
処

遺
跡
は
、
周
溝
を
持
つ
大
型
の
積
石
塚
で
あ
り
、
墨
書
礫
を
伴
う
こ
と
か
ら
近
世
の
一
字
一
石
経
塚
で
あ
る
可
能
性
も
疑
わ
れ
た
が
、
元

代
の
同
安
窯
系
青
磁
碗
・
渥
美
甕
残
片
な
ど
が
得
ら
れ
て
い
る
た
め
、
む
し
ろ
中
世
の
塚
墓
と
考
え
た
方
が
良
い
か
も
し
れ
な
い
。

　

こ
の
ほ
か
、
永
峯
光
一
を
代
表
者
と
す
る
科
研
費
「
海
洋
信
仰
の
考
古
学
的
研
究
―
伊
豆
諸
島
に
お
け
る
鏡
信
仰
を
中
心
と
し
て
―
」

で
は
、
考
古
学
資
料
館
構
成
員
を
中
心
と
し
て
海
洋
信
仰
研
究
会
を
組
織
し
、
平
成
三
（
一
九
九
一
）
～
四
（
一
九
九
二
）
年
に
か
け
て
伊

豆
諸
島
全
域
に
お
け
る
和
鏡
の
悉
皆
調
査
を
実
施
。
こ
れ
は
、
最
終
的
に
内
川
隆
志
を
中
心
と
す
る
学
術
術
資
料
セ
ン
タ
ー
「
中
世
和
鏡

の
基
礎
的
研
究
」
事
業
ま
で
展
開
し
て
い
く
。
永
峯
科
研
に
関
わ
る
事
業
と
し
て
は
、
青
木
豊
・
内
川
隆
志
ら
が
実
施
し
た
利
島
阿
豆
佐

和
気
命
神
社
境
内
遺
跡
・
堂
ノ
山
神
社
境
内
遺
跡
・
八
幡
神
社
境
内
遺
跡
、
八
丈
小
島
鳥
打
遺
跡
・
宇
津
木
遺
跡
な
ど
の
発
掘
調
査
も
行

わ
れ
、
中
世
か
ら
近
世
・
近
代
に
至
る
石
祠
と
鏡
の
奉
斎
に
ま
つ
わ
る
具
体
的
な
事
例
が
得
ら
れ
た
。
な
お
、
伊
豆
諸
島
の
積
石
塚
や
石

神
信
仰
に
つ
い
て
は
、
吉
田
・
内
川
・
深
澤
太
郎
・
石
井
匠
ら
が
悉
皆
調
査
を
行
っ
て
お
り
、『
島
々
の
聖
地
』
シ
リ
ー
ズ
を
刊
行
し
て
い
る
。

　

三
嶋
神
・
三
島
大
明
神
の
信
仰
を
め
ぐ
っ
て　

さ
ら
に
、
𠮷
田
ら
が
昭
和
五
十
九
（
一
九
八
四
）
年
に
調
査
し
た
式
根
島
吹
之
江
遺
跡

で
は
、
土
師
器
・
須
恵
器
類
と
と
も
に
八
世
紀
の
直
刀
・
短
刀
・
鉾
・
鏡
形
鉄
製
品
な
ど
が
出
土
。
付
近
に
鎮
座
す
る
泊
神
社
（
式
内
社
・

久
爾
都
比
咩
命
神
社
）
の
は
じ
ま
り
を
物
語
る
律
令
期
の
祭
祀
形
態
を
明
ら
か
に
し
た
。
隣
接
す
る
吹
之
江
東
遺
跡
で
は
、
立
石
も
発
見�

さ
れ
て
お
り
、
石
神
祭
祀
の
一
形
態
で
あ
る
と
す
れ
ば
極
め
て
興
味
深
い
事
例
で
あ
る
。
そ
し
て
、
考
古
学
資
料
館
の
内
川
隆
志
ら
が
取
り�
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組
ん
だ
伊
豆
大
島
和
泉
浜
遺
跡
Ｃ
地
点
の
発
掘
調
査
で
は
、
七
世
紀
後
半
の
土
師
器
・
須
恵
器
の
ほ
か
、
鉄
製
武
器
・
武
具
や
、
鈴
釧
・

玉
類
な
ど
の
装
身
具
に
加
え
、
短
冊
形
の
金
・
銀
製
品
と
い
っ
た
貴
重
な
幣
帛
類
を
奉
げ
た
痕
跡
も
確
認
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、『
日
本
書
紀
』

天
武
天
皇
十
三
（
六
八
四
）
年
条
の
白
鳳
大
地
震
関
連
記
事
に
前
後
す
る
時
期
の
も
の
で
あ
り
、
後
に
「
三
嶋
神
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
に

な
る
噴
火
造
島
の
神
を
祀
っ
た
最
初
期
の
事
例
と
評
価
し
得
る
。

　

か
か
る
三
嶋
神
の
信
仰
を
め
ぐ
っ
て
は
、
昭
和
五
十
三
（
一
九
七
八
）
年
に
三
橋
健
が
「
三
嶋
大
明
神
縁
起
」
の
翻
刻
を
発
表
。
三
宅
島
の

壬
生
家
本
、
白
浜
の
原
家
本
、
新
島
の
前
田
家
本
な
ど
、
縁
起
の
諸
本
を
検
討
し
た
基
本
文
献
と
な
っ
た
。
続
け
て
、
土
岐
昌
訓
も
「
三
嶋

大
明
神
縁
起
」
の
成
立
背
景
を
検
討
。
こ
の
前
後
に
三
橋
が
取
り
組
ん
だ
三
宅
島
な
ど
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
成
果
は
、
國
學
院
大
學
創
立

百
周
年
記
念
出
版
の
『
日
本
民
俗
研
究
大
系
』
に
「
神
人
集
団
―
三
宅
島
の
神
人
を
中
心
に
し
て
―
」
と
し
て
結
実
す
る
。
さ
ら
に
三
橋
は
、

式
内
社
研
究
会
に
よ
る『
式
内
社
調
査
報
告
』で
も
伊
豆
国
を
担
当
し
、社
宝
を
含
め
た
詳
細
な
調
査
成
果
を
残
し
た
。
平
成
十
一（
一
九
九
九
）

年
刊
行
の
『
国
内
神
名
帳
の
研
究
』
で
は
、
三
嶋
社
在
庁
の
伊
達
家
に
伝
来
し
た
「
伊
豆
国
神
階
帳
」
を
取
り
上
げ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
成
果
は
、
平
成
二
十
二
（
二
〇
一
〇
）
年
に
内
川
・
深
澤
が
主
担
当
と
し
て
伝
統
文
化
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
資
料
館
企
画
展�

『
伊
豆
半
島
・
諸
島
に
お
け
る
神
社
の
成
立
と
展
開
―
祭
祀
考
古
学
研
究
と
校
史
資
料
活
用
の
現
場
か
ら
―
』
と
し
て
公
開
。
さ
ら
に
、

三
橋
の
研
究
を
受
け
継
ぎ
つ
つ
、
三
嶋
神
の
通
史
的
な
研
究
を
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
し
て
い
る
吉
永
博
彰
は
、
自
身
の
取
り
組
み
も
含
め
た

國
學
院
大
學
に
よ
る
三
嶋
研
究
の
集
大
成
と
し
て
、
國
學
院
大
學
博
物
館
の
令
和
五
（
二
〇
二
三
）
年
度
特
別
展
『
三
嶋
の
神
の
モ
ノ
ガ

タ
リ
―
焼
き
出
さ
れ
た
伊
豆
の
島
々
―
』
を
主
担
当
し
た
。
な
お
、
こ
の
特
別
展
は
、
伊
豆
半
島
ジ
オ
パ
ー
ク
を
所
管
す
る（
一
社
）美
し

い
伊
豆
創
造
セ
ン
タ
ー
（
以
下
、
美
伊
豆
）
と
の
共
催
で
実
施
し
た
も
の
で
あ
り
、
文
理
協
働
に
よ
る
地
域
文
化
の
活
用
と
、
ユ
ネ
ス
コ

（
国
連
教
育
科
学
文
化
機
関
）
を
介
し
た
国
際
研
究
発
信
に
道
が
拓
か
れ
た
。

　

走
湯
山
か
ら
富
士
・
箱
根
ま
で　

熱
海
市
の
走
湯
山
は
、
早
く
か
ら
知
ら
れ
た
東
国
有
数
の
霊
場
で
あ
り
、
か
ね
て
よ
り
伊
豆
山
神
社�
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本
殿
裏
に
経
塚
が
存
在
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
た
。
平
成
十
五
（
二
〇
〇
三
）
年
に
は
、
内
川
ら
が
伊
豆
山
経
塚
に
お
け
る
発
掘
調
査
を

実
施
し
、
そ
の
位
置
を
確
認
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
内
川
の
示
唆
に
よ
っ
て
伊
豆
の
修
験
窟
を
調
査
し
始
め
た
深
澤
は
、
学
内
研
究
費
や
、

平
成
二
十
五
（
二
〇
一
三
）～
二
十
七
（
二
〇
一
五
）
年
の
科
研
費
「
伊
豆
修
験
と
『
伊
豆
峯
』
辺
路
の
考
古
学
」
な
ど
に
取
り
組
み
、
走

湯
山
を
拠
点
と
す
る
伊
豆
修
験
と
、
伊
豆
半
島
縁
辺
を
修
行
す
る
伊
豆
峯
辺
路
修
行
の
姿
を
浮
き
彫
り
に
し
た
。
併
行
し
て
、
平
成
二
十
六

（
二
〇
一
四
）
年
に
富
士
山
世
界
文
化
遺
産
登
録
記
念
特
別
展
『
富
士
山
―
そ
の
景
観
と
信
仰
・
芸
術
―
』
を
企
画
。
こ
れ
を
契
機
と
し
て
、

走
湯
山
・
富
士
山
を
含
む
神
仏
関
係
や
儀
礼
の
問
題
に
も
研
究
の
手
を
及
ぼ
し
て
い
る
大
東
敬
明
や
、
三
嶋
研
究
を
推
進
し
て
い
る
吉
永
と

と
も
に
考
古
・
神
道
・
民
俗
分
野
の
協
働
を
本
格
化
さ
せ
、
富
士
・
箱
根
・
伊
豆
地
域
を
見
据
え
た
総
合
研
究
の
裾
野
を
広
げ
た
。

　

今
後
の
展
望　

今
日
の
伊
豆
地
域
研
究
で
は
、
1
神
道
・
神
社
の
発
生
と
展
開
、
2
伊
豆
三
嶋
神
の
考
古
学
・
神
道
学
・
民
俗
学
的
研
究
、�

3
中
世
積
石
塚
・
和
鏡
と
石
神
信
仰
、
4
中
世
霊
場
と
中
世
神
話
・
民
俗
芸
能
の
研
究
、
5
伊
豆
国
に
お
け
る
修
験
道
、
6
伊
豆
地
域
に

お
け
る
神
事
芸
能
等
の
持
続
可
能
性
に
関
す
る
研
究
と
実
践
、
な
ど
と
い
っ
た
テ
ー
マ
が
相
互
に
連
関
し
つ
つ
推
進
さ
れ
て
い
る
。
こ
の�

ほ
か
、
都
立
大
に
い
た
岡
正
雄
ら
と
東
京
都
の
伊
豆
諸
島
文
化
財
総
合
調
査
に
参
加
し
た
坪
井
洋
文
の
ア
ー
カ
イ
ブ
な
ど
、
7
関
連
学
術

資
産
の
デ
ジ
タ
ル
化
と
公
開
も
欠
か
せ
な
い
。
言
う
な
れ
ば
、
目
的
を
一
に
し
、
考
古
学
・
神
道
学
・
民
俗
学
な
ど
の
方
法
論
を
駆
使
し
た

総
合
研
究
の
場
が
伊
豆
地
域
な
の
だ
。
そ
の
中
に
は
、
島
嶼
部
の
神
事
芸
能
の
よ
う
に
、
消
滅
の
危
機
に
晒
さ
れ
て
い
る
研
究
対
象
も
少

な
か
ら
ず
認
め
ら
れ
る
。
学
術
的
な
調
査
研
究
を
基
盤
と
し
て
、
在
地
文
化
の
持
続
可
能
な
継
承
・
活
用
の
方
途
を
模
索
し
て
い
く
こ
と

も
我
々
に
課
せ
ら
れ
た
責
務
と
位
置
付
け
、
い
ず
れ
地
域
社
会
へ
の
貢
献
を
も
果
た
せ
れ
ば
、
こ
れ
に
過
ぎ
る
喜
び
は
な
い
。
引
き
続
き
、�

國
學
院
大
學
に
よ
る
伊
豆
地
域
研
究
に
関
心
を
寄
せ
て
頂
き
、
暖
か
い
ご
支
援
を
賜
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

�

深
澤
記


